
會
　
　
告

■
其
後
入
會
者
左
の
如
し

牛
込
區
下
宮
比
町

　
　
　
　
　

賛
　
　

　

久

野

正
太

郎

神
奈
川
縣
中
郡
大
根
村
落
幡

　
　
　
　
　

賛
　
　
　

成

瀬

精

造

群
馬
縣
澁
川
町

　
　
　
　
　

賛
　
　
　

石

坂

亀
謙

藏

日
向
國
宮
崎
町
上
別
府

　
　
　
　
　

賛
　
　

　

近

藤
靜

雄

岩
手
縣
上
閉
伊
郡
遠
野
町

　
　
　
　
　

賛
　

　

　

清

水

三

藏

新
潟
市
西
掘
通
一
番
町

　
　
　
　
　

正
　

　
　

吉

川

恭

平

岩
手
縣
上
閉
伊
郡
遠
野
町

　
　
　
　
　

正
　
　

　

高

橋

要

吉

牛
込
區
築
土
八
幡
町
四
十
番
地

　
　
　
　
　

賛
　

　

　

河

鰭
達

夫

□
前

々
號
の
吉
田
、
桐
野
兩
氏
は
賛
助
會
員

に
候

□
會
側
中
作
品
添
削

の
義
は
種

々
不
都
合
有
之
、

會
員

諸
君
に
充
分
溺

足
を
與

へ
難
き
恐

有
之
候

間
、
爾
後

一
切
見
合
せ
可
申
候
。

□
添
削
を
發

せ
し
と
同
時
に
、
批
評
は
一
層
精
確

に
可
致
候
尚
批
評
を
受
く
る
作
品
の
數
は
何
枚
に

て
も
差
支
無
之
候
。

□
添

削

に
代
る
べ
き
便
利
は
只
今
相
談
中
、
何
れ

不
日
發

表
可
致
候
。

□
批
評
を
求
め
ら
る
ゝ
作
品
に
は
、
必
ず
寫
生
の

日
時
を
裏
面

へ
な
り
明
記
致
さ
れ
た
く
候
。

評

◎
繪
畫

講
話
　
橋
元
春
郊
譯

　
　
　
　

小
石
川
區
久
堅
町
　
日
本
葉
書
會
發

行

　
　
　

四
六
判
三
五
四
頁
　
六
十

五
錢

美
術
學
者
を
以
て
世
に
知
ら
れ
た
る
米
國
ヴ
ア
ン

ダ
イ
ク
氏
の
T
H
E
 
M
EA
N
IN
G
 
OF
 P
IC
T
UR

E
S

を
譯

せ
し
も
の
に
し
て
、
名
畫

十

一
葉
を
挿

み
た
る
美
本
な
り
。
章
を
繪
畫

と
寫
實
、
繪
畫

と

個
性
、
繪
畫

と
想
像
、
繪
畫

的
詩
歌
、
繪
畫

と
装

飾
、
畫
題
論
の
六

つ
に
分
ち
、
繪
畫

の
何
物
た
る

か
を
論
す
る
事
頗

る
詳
細
を
極
む
、
書
中
往

々
肯

首
し
難
き
節
な
き
に
非
れ
ど
、
繪
を
好
む
も
の
ゝ

必
讀

の
書
な
る
は
勿
論
な
り
。た

ゞ
惜
む
ら
く
は
、

校
正
頗
る
粗
雜
　

殆
ど
毎

一
頁
毎
に
誤
植

あ
り
、

敢
て
編
者
の
注
意
を
望
む
。

◎
寫
眞
例
題
集
　
第
三
十
巻

　
　
　
　
　

大
坂
心
齋
橋
通
　
桑
田
商
會
發
行

　
　
　
コ
ロ
タ
イ
プ
寫
眞
版
十
葉
綴
　
三
十
錢

例

に

よ
つ
て
美
し
き
印
畫

の
み

を
集

め
た
り

、
就

中
遊

禽
、
晩
夏
、
綱
漁

の
三
圖
は
大

に
氣
に

入

つ

た
り
、
吾
人
は

此
集

の

一
巻
毎
に
材
題
新

し
く
進

歩
を
怠

ら
ざ
る
を
喜

ぷ
。

　
　
　
編

者

よ

り

◎
和
賀
井
氏

へ
　
蓮

の
御
作
も
よ
い
が
道
路
も
結

構
な
出
來
で
す
、
惜
む
ら
く
は
遠
近
法
に
少
し
く

間
違
が
あ
る
、
あ
れ
で
は
道
路
が
斜
に
な
つ
て
水

平
線
が
二
つ
あ
る
や
う
で
す
、
透
視
畫
法
の

一
斑

は
是
非
御
學
ぴ
下
さ
い
◎
長
野
也
水
氏

へ　

茄
子

の
や
う
な
光
澤
あ
る
も
の
に
は

ハ
イ
ラ
イ
ト
が
あ

る
筈
で
す
、
鉛
筆
畫

若
く
は

一
色
畫
で
研
究
を
積

ま
れ
ん
事
を
希
望
し
ま
す
◎
安
藝
十
三
夜
の
月
君

へ
　
原
色
表
と
い
ふ
も
の
別
に
出
來
て
ゐ
る
譯
で

な

い
、
た

ゞ
繪
具
を
着
け
て
差
上
る
の
で
あ
る
か

ら
、
入
用
な
ら
不
明
の
繪
具
の
名
を
書
て
往
復

ハ

ガ
キ
で
申
込
れ
た
し
◎
足
利
S
K
氏

へ
　

御
作
圖

取
も
色
も
濃
淡
も
面
白
く
な

い
、
墨
繪

か
ら
研
究

し
て
下
さ
い
、
そ
し

て
專
門
家
の
繪
を

(
版
で
も

よ

い
)
よ
く
見
て
圖
取
等
は
自
ら
悟
ら
ね
ば

い
け

ま

せ
ん
◎
晩
秀
氏
及
下
谷
白

眼
生

へ　

御
寄
稿
は

紙
面
の
都
合
を
見
て
登
載
致
し
ま
す


